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石
川
町
合
併　

周
年
記
念
式
典
並
び
に
公
共
事
業
総
合
落
成
式
が　

月
５
日
、

５０

１０

町
総
合
体
育
館
で
関
係
者
約
４
２
０
人
が
出
席
し
、
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
石
川
町
は
、
昭
和　

年
３
月
、
石
川
町
・
沢
田
村
・
山
橋
村
・
中
谷

３０

村
・
母
畑
村
・
野
木
沢
村
の
一
町
五
か
村
が
大
同
合
併
し
、
新
生
石
川
町
と
し
て

誕
生
し
て
以
来
、
今
年
で
半
世
紀
を
迎
え
ま
し
た
。

�
式
典
に
先
だ
ち
石
川
フ
ィ
ル
の
演
奏
会
が

　

行
わ
れ
ま
し
た

　

合
併　

周
年
記
念
式
典
は
、
国
、
県
の

５０

来
賓
、
町
内
各
種
団
体
の
代
表
、
受
賞
者

な
ど
約
４
２
０
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
石
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
記
念
演
奏
会
、

女
声
コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
国

歌
、
町
民
の
歌
の
斉
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
西
牧
立
博
町
長
が
「
本
町
の
進

展
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
町
民
の
力
を
誇
り

と
し
な
が
ら
、
自
由
民
権
運
動
の
魂
を
受

け
継
ぎ
、
町
民
総
参
加
に
よ
る
協
働
の
町

づ
く
り
に
よ
り
、
本
町
第
四
次
総
合
計
画

の
目
標
テ
ー
マ
で
あ
る
「
人
・
自
然
が
融

け
あ
う
あ
ぶ
く
ま
高
原
都
市
い
し
か
わ
」

の
実
現
に
向
け
、
最
大
の
努
力
を
傾
注
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
尚
一
層
、

皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。」と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

酒
井
利
治
議
会
議
長
あ
い
さ
つ
、
経
過

報
告
に
続
い
て
各
種
功
労
者
、
団
体
に
西

牧
町
長
か
ら
表
彰
状
・
感
謝
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
７
年
か
ら
平
成

　

年
ま
で
の　

年
間
、
公
共
事
業
に
携
わ

１６

１０

っ
た　

社
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

７７

　

つ
ぎ
に
塩
田
金
次
郎
県
議
会
議
員
や
石

川
地
方
町
村
会
長
平
田
村
二
瓶
清
美
村
長

ら
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
矢
内
清
一

町
議
会
副
議
長
音
頭
の
万
歳
三
唱
で
石
川

町
の
満　

歳
を
祝
い
ま
し
た
。

５０
�
女
声
コ
ー
ラ
ス
の
リ
ー
ド
で
町
民
の
歌
斉
唱

町町町町町町町町町町町町町町
民民民民民民民民民民民民民民
総総総総総総総総総総総総総総
参参参参参参参参参参参参参参
加加加加加加加加加加加加加加
にににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるるるるるる

町
民
総
参
加
に
よ
る

協協協協協協協協協協協協協協
働働働働働働働働働働働働働働
のののののののののののののの
まままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりり

　
　
　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

半
世
紀
の
あ
ゆ
み
と 
　
こ
れ
か
ら
の
躍
進
を
誓
い 
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▽
町　

長
（
在
職
し
た
者
）

　

鈴
木
信
夫

▽
助　

役
（
在
職
し
た
者
）

　

菅
野
康
男
・
吉
田
利
昭
・
瀬
谷
京
子

　

吉
田
正
和

▽
収
入
役
（
在
職
し
た
者
）

　

吉
田
利
昭
・
矢
内
康
男
・
木
田
達
男

▽
教
育
長
（
在
職
し
た
者
）

　

高
坂
啓
作

▽
議
会
議
員
（
８
年
以
上
）

　

米
倉
正
裕
・
近
内
重
好
・
吉
田
達
夫

　

秋
山　

孝
・
酒
井
利
治
・
矢
内
清
一

　

二
瓶
義
雄
・
中
村
孝
太
郎
・
岡
部　

恒

　

前
田
武
明
・
深
谷
勝
彦
・
中
村　

弘

▽
農
業
委
員
（
９
年
以
上
）

　

溝
井
栄
一
・
小
松
一
夫
・
塩
田
忠
福

　

下
山
田
満
・
鈴
木
誠
治
・
中
島　

健

　

二
平
光
衛
・
福
田
芳
一
・
三
森
喜
一

　

吉
田
友
一
・
三
森
万
里
・
小
針
定
夫

▽
教
育
委
員
（
８
年
以
上
）

　

坂
本
次
男

▽
監
査
委
員
（
８
年
以
上
）

　

坂
本
次
男
・
近
内
密
弥

▽
選
挙
管
理
委
員
（
８
年
以
上
）

　

掛
田
泉
子

▽
民
生
児
童
委
員
（
９
年
以
上
）

　

芳
賀
孝
雄
・
三
森
和
典
・
藤
田
昭
一

　

野
内
正
則
・
石
森
節
子
・
野
地
軍
治

　

高
木
三
郎
・
芳
賀　

規
・
永
沼
善
之

　

近
藤
貞
雄
・
大
平　

榮
・
林　

健
作

　

中
村
嘉
雄
・
相
楽
美
榮
子
・
木
戸
正
明

　

高
木
春
子
・
南
條　

質
・
小
豆
畑
豊

　

遠
藤
亀
由
・
星
健
三
郎
・
小
針
邦
安

　

草
野
傳
男
・
有
賀
喜
一
・
藤
島
廣
輝

　

瀬
谷
梅
男
・
西
牧
フ
ヂ
エ
・
添
田
謙
一

　

郷
多
三
郎
・
佐
川
勝
一
・
伊
藤
タ
カ
子

　

金
内
サ
ク
ヨ
・
斉
藤
和
子
・
鈴
木
良
子

　

阿
部
文
子
・
深
谷
恒
夫
・
田
中
登
美
子

▽
行
政
区
長
（
８
年
以
上
）

　

大
平
善
道
・
諸
岡
基
治

▽
消
防
団
員
（　

年
以
上
）

２５

　

添
田
昌
直
・
矢
吹
義
郎
・
永
沼
一
夫

　

斎
藤
幸
夫
・
相
田
義
男

▽
町
職
員
（　

年
以
上
・
退
職
者
）

２５

　

小
豆
畑
和
男
・
小
木
英
雄
・
関
根
久
子

　

添
田
貞
夫
・
山
田
ス
ミ
子
・
斉
藤
幸
子

　

古
川
美
知
子
・
和
気
敏
夫
・
緑
川
幸
子

　

山
田
イ
チ
子
・
近
内
正
隆
・
泉
カ
ツ
子

　

竹
貫
知
孝
・
赤
塚
和
雄
・
高
原
ト
ク
子

　

矢
内
明
男
・
添
田
ヒ
ツ
エ

▽
交
通
安
全
関
係
（　

年
以
上
）

１０

　

小
玉
紀
代
子
・
小
松
利
治
・
近
山
一
夫

　

橋
本
直
子
・
吉
田
全
男
・
矢
内
正
弘

　

南
條
武
光

▽
納
税
組
合
長
（　

年
以
上
）

１５

　

永
沼
幸
三
郎
・
佐
川
勝
一
・
吉
田
昌
善

▽
統
計
調
査
員
（　

年
以
上
）

１５

　

芳
賀
正
次
郎
・
江
尻
秋
男
・
草
野
傳
明

　

添
田
吉
金
・
矢
内
俊
一

▽
社
会
教
育
関
係

　

永
沼
一
夫
・
斎
藤
英
幸
・
吉
田
春
男

　

石
井
文
三
・
藤
島　

力
・
大
串
勇
一

　

遠
藤
和
男
・
小
針
幸
栄
・
蛭
田
富
枝

　

大
竹
代
志
子
・
橋
本
栄
一
・
小
林
典
子

　

芳
賀　

満

▽
事
業
優
良
（
農
業
関
係
）

　

渡
辺
一
雄
・
光
福
村

▽
事
業
優
良
（
商
工
業
関
係
）

　

美
山
会

▽
保
健
衛
生
協
力
員
（　

年
以
上
）

１０

　

江
田
光
江
・
青
木
幸
子
・
有
我
シ
ゲ
子

　

生
田
目
照
江

▽
保
護
司
（
８
年
以
上
）

　

郷　

泰
隆
・
須
藤　

榮
・
西
川
一
英

　

田
子
靖
子

▽
人
権
擁
護
委
員
（
８
年
以
上
）

　

佐
藤
隆
秀
・
味
戸
照
子
・
佐
川
ミ
エ
子

　

西
川
弘
道
・
中
村
嘉
雄

▽
行
政
相
談
委
員
（　

年
以
上
）

１０

　

鈴
木
益
夫

▽
団　

体

　

東
京
い
わ
き
石
川
会

▽
企　

業

福
島
縫
製
工
業
株
式
会
社
・
株
式
会
社

サ
ン
シ
ン
石
川
工
場
・
シ
ー
エ
ー
ジ
ー

株
式
会
社
・
東
京
下
田
工
業
株
式
会
社

福
島
工
場
・
株
式
会
社
信
越
精
密
石
川

製
作
所
・
石
川
金
属
工
業
株
式
会
社
・

株
式
会
社
ヨ
コ
ハ
マ
モ
ー
タ
ー
セ
ー
ル

ス
石
川
工
場
・
株
式
会
社
東
鋼
福
島
工

場
・
ホ
ワ
イ
ト
プ
ロ
ダ
ク
ト
株
式
会
社

福
島
工
場
・
セ
キ
ダ
イ
工
業
株
式
会
社

福
島
工
場
・
株
式
会
社
エ
イ
ゾ
ー
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
東
北
工
業
株
式
会
社

石
川
工
場
・
東
北
ミ
ド
リ
安
全
工
業
株

式
会
社
・
東
洋
シ
ャ
フ
ト
株
式
会
社
福

島
工
場
・
株
式
会
社
大
井
製
作
所
石
川

工
場
・
新
協
工
業
株
式
会
社
・
東
英
工

業
株
式
会
社
・
加
ト
吉
水
産
株
式
会
社

フ
ー
ズ
部
福
島
工
場
・
株
式
会
社
ナ
シ

ョ
ナ
ル
マ
リ
ン
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
福
島
工

場
▽
議
会
議
員

　

故　
鈴
木
善
美
・
故　
吉
田　

正

▽
農
業
委
員

　

故　
中
塚
一
寿

▽
選
挙
管
理
委
員

　

故　
高
原
郡
良

▽
行
政
区
長

　

故　
西
牧
晋
二

▽
職　

員

　

故　
玉
山
節
子

▽
篤
志
寄
付
関
係
等

　

有
賀
弘
和
・
矢
部
喜
正
・
星
野
昭
二

　

遠
藤　

正
・
株
式
会
社
八
幡
屋

▲功労表彰を受ける吉田利昭さん

功功功功功功功功功功功功功功
労労労労労労労労労労労労労労
表表表表表表表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

功
労
表
彰

特特特特特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別別別別別
表表表表表表表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

特
別
表
彰

感感感感感感感感感感感感感感
謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝
状状状状状状状状状状状状状状

感　
謝　
状

各種功労者を表彰 各種功労者を表彰 
　

昭
和　

年
３
月　

日
、
町
村
合
併
に
よ

３０

３１

り
石
川
町
発
足
以
来
、
町
政
の
振
興
進
展

に
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ご
尽
力
賜
っ
た

方
々
百
五
十
人
、
二
十
三
団
体
へ
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
状
・
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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　合併５０周年を迎え、現在町ではさまざまな記
念事業を行っています。ここでは今までに行わ
れた企画展、講演会を紹介します。今後も石川
町民号、石川町史の発刊が行われる予定です。

５５５５５５５５５５５５５５００００００００００００００５０周周周周周周周周周周周周周周年年年年年年年年年年年年年年をををををををををををををを迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎ええええええええええええええ周年を迎え
ささささささささささささささままままままままままままままざざざざざざざざざざざざざざままままままままままままままなななななななななななななな記記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念念事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業さまざまな記念事業

▲１０月３０日には、野村貴美氏を講師に記念講演会が
行われました

　
　

月
１
日
、
生
涯
学
習
文
化
講
演
会
が
共
同

１０
福
祉
施
設
で
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
監
督
賞
な
ど
を

受
賞
し
多
く
の
話
題
を
呼
ん
だ
『
戦
上
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
』
主
人
公
モ
デ
ル
の
長
男
で
、
九
州
産

業
大
学
国
際
文
化
部
教
授
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・

ス
ピ
ル
マ
ン
氏
を
講
師
に
行
わ
れ
ま
し
た
。　

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
舞
台
に

ド
イ
ツ
軍
と
の
か
か
わ
り
を
鮮
明
に
描
い
た
こ

の
映
画
は
フ
ァ
ン
も
多
く
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
が
聴
講
し
ま
し
た
。

映
画『
戦
場
の
ピ
ア
ニ

ス
ト
』を
語
る

　
　

月
１
日
〜　

月
４
日
、
石
川
町
歴

１０

１２

史
民
俗
資
料
館
で
、
石
川
地
方
で
採
取

さ
れ
た
鉱
物
約
１
５
０
種
類
を
展
示
し

「
石
川
の
鉱
物
１
５
０
展
」
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
三
大
鉱
物
産
地
の

一
つ
で
あ
る
こ
の
地
方
で
採
れ
た
世
界

的
に
も
珍
し
い
標
本
は
も
ち
ろ
ん
、
ウ

ラ
ン
鉱
採
掘
現
場
の
記
録
、
テ
レ
ビ
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー「
開
運
な
ん
で
も
鑑
定
団
」

に
出
品
さ
れ
た
鉱
物
な
ど
も
展
示
さ
れ
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

時
を
経
て
も
輝
く　
あ
ぶ
く
ま
の
息
吹

��������	��������	

��������	��������	

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ス
ピ
ル
マ
ン
氏

����������������

古
代
の
人
々
の
生
活

　

６
月　

日
〜
８
月　

日
、
石
川

１７

２８

町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
鳥
内
遺
跡

の
全
貌
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
弥

生
時
代
の
壺
棺
再
葬
墓
遺
跡
の
全

容
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
発
掘
調

査
に
尽
力
さ
れ
た
人
々
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
な
ど
も
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入

れ
、
古
代
の
ロ
マ
ン
の
中
に
人
間

味
も
加
味
さ
れ
る
展
示
と
な
り
ま

し
た
。

そ
し
て
発
掘
に
尽
力

し
た
人
々
の
思
い
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近
年
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
発
生
す
る

犯
罪
は
、
凶
悪
化
・
低
年
齢
化
・
広
域
化

が
進
み
、
特
に
弱
者
と
言
わ
れ
る
お
子
さ

ん
や
お
年
寄
り
が
被
害
者
と
な
る
ケ
ー
ス

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
は
、
過
去
、
世
界
一
安
全
な

国
と
い
わ
れ
「
私
た
ち
の
安
心
・
安
全
は

当
た
り
前
の
も
の
」
と
い
う
考
え
を
覆
す

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
い
か
に
し
て
取
り
戻
し

て
い
く
か
が
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　

月
６
日
、
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
で

１０
第
２
回
石
川
地
方
住
民
総
参
加
「
地
域
安

全
の
日
」
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
�
い
わ
き
石
川
青
年
会
議
所
が
実

行
委
員
と
な
り
、
石
川
地
方
の
防
犯
関
係

団
体
の
参
加
・
協
力
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
ハ
ー
ト
フ
ル
う
つ
く
し
ま
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
や
防
犯
川
柳
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
、
防
犯
劇
な
ど
が
披
露
さ
れ
会

場
全
体
で
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
「
地
域
の
安
全

は
地
域
で
守
ろ
う
」
と
住
民
や
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
一
丸
と
な
り
、
地
域
に

根
ざ
し
た
防
犯
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
通
学
の
安
全
を
守
る
活
動
、

流
入
す
る
多
数
の
観
光
客
な
ど
か
ら
の
犯

罪
を
防
ぐ
活
動
、
広
報
活
動
、
街
頭
指
導

な
ど
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
は
、
犯
罪
を
抑
制
す
る
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

石川中学校３年　秋山　梨紗

�
�
�
�
��
�
�
	


�
��

�
�
�

�
�
�
�
��

�
��

�
�

���������	
���������

��������������
����������

�
�
��
�
�
�
�
	

�
�
�

�
�

�
�
�
�
��

��
�

�
�

石川中学校２年　佐藤かおり

������

�
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
の

　

佐
藤
か
お
り
さ
ん

取
り
戻
そ
う

安
全
な
く
ら
し

地
域
に
根
ざ
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
防
犯
活
動

「
地
域
安
全
の
日
」

大
会
が
開
催

優 秀 賞 佳 　 作
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き ん き ゅ う し ゅ つ ど う  

防災 
訓練 
防災 
訓練 

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
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役場に設置された災害対策本部から現地へ向かいます。交通規制も行われました。

被害状況の収集にあ
たるとともに現場の
指揮をとります

現地対策本部設置

県警災害警備先遣隊（バイクなど）県消防
防災航空隊（ヘリコプター）による調査

被害状況調査

車からの出火を警戒しながら救出活動・応急救護を行います。

多数負傷者交通事故の発生

水　防 堤防決壊の恐れ　さまざまな工法による水防と住民の避難

�
避
難
誘
導

�
積
土
の
う
工
法

�
シ
ー
ト
張
工
法

　
　

月月　

日
、
石
川
町
役
場
か
ら
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
各
所
で
福

日
、
石
川
町
役
場
か
ら
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
各
所
で
福

１０１０

１６１６

島
県
県
中
地
方
・
石
川
町
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

島
県
県
中
地
方
・
石
川
町
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
潟
、
宮
城
と
隣
県
で
の
相
次
ぐ
地
震
の
発
生
、
異
常
気
象
に

　

新
潟
、
宮
城
と
隣
県
で
の
相
次
ぐ
地
震
の
発
生
、
異
常
気
象
に

よ
る
大
雨
な

よ
る
大
雨
な
ど
、天
災
は
他
人
事
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

ど
、天
災
は
他
人
事
と
は
言
え
ま
せ
ん
。日
頃
の
災

日
頃
の
災

害
に
対
す
る
心
構
え
、
そ
し
て
対
処
方
法
を
一
人
ひ
と
り
が
し
っ

害
に
対
す
る
心
構
え
、
そ
し
て
対
処
方
法
を
一
人
ひ
と
り
が
し
っ

か
り
と
持
ち
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

か
り
と
持
ち
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

大大型型でで強強いい台台風風がが上上陸陸しし大大雨雨・・洪洪水水・・
暴暴風風警警報報がが出出さされれたた直直後後、、福福島島県県沖沖をを震震
源源ととししたたママググニニチチュューードド７７のの地地震震がが発発生生。。
家家屋屋のの倒倒壊壊やや火火災災がが発発生生しし山山林林へへもも延延焼焼
ししたた。。ままたた、、集集中中豪豪雨雨にによよるる今今出出川川堤堤防防
決決壊壊ののおおそそれれ、、道道路路ののラライイフフラライインンのの決決
壊壊、、自自動動車車事事故故もも発発生生ししてていいるる。。

想　　定
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防災 
訓練 

郵便局に不振な小
包が…感染防護衣
を着けた隊員が救
助へ向かいました

生物・化学物質災害

各地から寄せられ
た救援物資を区分
けし避難者に届け
ます

救援物資輸送

簡易レッカーを使
用し救急車などの
通行路を確保しま
す

障害物除去・緊急交通路確保

貴重な文化財を火
災延焼から守りま
す。重要物品の持
ち出しも行います

文化財火災防ぎよ（初期消火）

チェーンソー、ジ
ャッキ、バールな
どを使い下敷きに
なっている住民の
救出をおこないま
す

倒壊家屋からの救出

乗用車が爆発炎
上！すばやい消化
が必要です

車両火災

無線による被災状
況の把握など情報
の収集にあたりま
す

アマチュア無線による緊急通信

各地から集まって
くれたボランティ
アの仕事の調整を
行います

ボランティア受け入れ

炊き出し・飲料水供給 命の糧　水と食料の供給を行います。

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る

　

お
に
ぎ
り
づ
く
り

�
自
衛
隊
野
外
炊
飯
車
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▲子供たちを安全に避難誘導

　近隣で火災が発生し、学校にも飛び
火する恐れがあります。
　すばやくそして安全に避難場所まで
誘導、全員の安否確認、逃げ遅れた人
の救助。一刻の猶予も許されません。
ここでも救出の最新技術が結集です。

　私たちの生活にはかかせない電気・電話・郵便・水道の応急復旧訓練と仮設代替設置の訓練

▲ＮＴＴによる電話復旧▲水道協会による水道復旧▲東北電力による電力復旧

▼救助活動を子供たちも心配そうに見守ります

▲はしご車での救出

生活基盤の復旧

　　　　　　　　　消火、救急、救助、避難

��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������
����������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
����������������������������������

��������������������������������
�
�

学校が 
火事だ!!
学校が 
火事だ!!
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▲煙と水しぶきにつつまれた消火活動

　住宅火災から飛び火し山火事
が発生、消防団の出動です。日頃
の訓練の成果、全員の息がぴった
りです。

▲ヘリコプターによる消火剤散布 ▲放水ばかりが花形ではありません。ポンプの操作

�
迫
力
あ
る
一
斉
放
水

�
子
供
に
人
気
の
消
火
体
験
コ
ー
ナ
ー

�
移
動
式
の
水
タ
ン
ク

�
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
用
品

▲開会式
　多くの参加協力団体
のみなさん、ごくろう
さまでした

�最後に行われた
　防災パレード

山火事 
発生!!
山火事 
発生!!

防災イベントコーナー
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ま
す
ま
す
進
む
高
齢
化
に
備
え
、
介

　

ま
す
ま
す
進
む
高
齢
化
に
備
え
、
介

護
保
険
制
度
を
持
続
し
て
い
く
た
め

護
保
険
制
度
を
持
続
し
て
い
く
た
め

に
は
、
高
齢
者
が
介
護
や
支
援
を
必
要

に
は
、
高
齢
者
が
介
護
や
支
援
を
必
要

と
せ
ず
、
元
気
に
自
立
し
た
生
活
を
送

と
せ
ず
、
元
気
に
自
立
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
求

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
介
護
予
防
を
目
的

　

そ
の
た
め
に
は
、
介
護
予
防
を
目
的

と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
、
住
み
な

と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
、
住
み
な

れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
続
け

れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
続
け

る
た
め
の
支
援
を
総
合
的
に
受
け
ら

る
た
め
の
支
援
を
総
合
的
に
受
け
ら

れ
る
体
制
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ

れ
る
体
制
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
介
護
予

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
介
護
予

防
も
含
め
た
介
護
保
険
制
度
の
見
直

防
も
含
め
た
介
護
保
険
制
度
の
見
直

し
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
た
ち
の
住
む
ま
ち
で
も
介

　

ま
た
、
私
た
ち
の
住
む
ま
ち
で
も
介

護
保
険
の
給
付
や
保
険
料
の
見
直
し

護
保
険
の
給
付
や
保
険
料
の
見
直
し

を
行
い
、
来
年
度
か
ら
新
た
な
事
業
計

を
行
い
、
来
年
度
か
ら
新
た
な
事
業
計

画
の
も
と
運
営
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん

画
の
も
と
運
営
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん

が
、
よ
り
い
き
い
き
と
暮
ら
し
、
そ
し

が
、
よ
り
い
き
い
き
と
暮
ら
し
、
そ
し

て
必
要
な
介
護
や
支
援
を
適
切
に
利

て
必
要
な
介
護
や
支
援
を
適
切
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
介
護

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
介
護

保
険
制
度
の
見
直
し
と
な
り
ま
す
。

保
険
制
度
の
見
直
し
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を

　

虐
待
な
ど
高
齢
者
が
か
か
え
る
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い

の
か
、
ま
た
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
と

医
療
や
福
祉
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う

に
選
び
利
用
す
れ
ば
よ
い
の
か
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
高
齢
者
の
生
活
を

総
合
的
に
支
援
す
る
「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
。

　

市
町
村
が
運
営
主
体
と
な
っ
て
、
高
齢

者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活

を
継
続
で
き
る
よ
う
総
合
的
・
包
括
的
な

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
い
ま
す
。
保
健
師
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉
士
な
ど

の
職
員
が
専
門
性
を
生
か
し
た
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

�
総
合
相
談
・
支
援
や
他
の
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
と
の
連
携

�
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実

施
�
包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

実
施

�
高
齢
者
の
虐
待
防
止
の
た
め
の
相
談

や
権
利
擁
護

　　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
認
知
症
の
高

齢
者
な
ど
自
宅
で
支
援
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
に
在
宅
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
身

近
な
地
域
（
日
常
生
活
圏
域
※
）
で
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
柔

軟
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
「
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

※
日
常
生
活
圏

　

地
理
的
状
況
、
人
口
、
住
民
の
生
活
形

態
等
の
地
域
の
特
性
を
ふ
ま
え
て
市
町
村

が
設
定
し
ま
す
。

�
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

�
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

�
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

�
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

�
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活

介
護
（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
）

�
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入

所
者
生
活
介
護

�
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

�
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
�
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

　
※
住
み
な
れ
た
地
域
で
生
活
を
支
え
る
た

め
に
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
そ

の
地
域
に
そ
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か
ど
う

か
を
運
営
協
議
会
等
で
審
議
し
て
市
町
村

が
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
創
設

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

●
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

■
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
例

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の 

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の 

もっと 
いきいき
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よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を

　

利
用
者
が
よ
い
事
業
者
を
選
択
で
き
る

よ
う
に
、
ま
た
、
要
介
護
認
定
や
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
策
定
が
公
平
・
公
正
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
側
、
市
町
村

と
も
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

■
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
情
報
を
公
表

　

利
用
者
が
よ
い
事
業
者
、
本
当
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
情

報
を
都
道
府
県
知
事
あ
て
に
報
告
し
、
そ

の
情
報
を
都
道
府
県
知
事
が
公
表
し
ま
す
。

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
例

　

職
員
体
制
、
施
設
整
備
、
利
用
料
金
、

特
別
な
料
金
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
な
ど

■
事
業
者
規
制
の
見
直
し

　

事
業
者
の
指
定
に
更
新
制
を
導
入
し
ま

す
。
ま
た
指
定
の
取
消
な
ど
の
要
件
も
見

直
し
ま
す
。

■
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
適
正
化

　

よ
り
よ
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
た
め

に
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
更
新
制

の
導
入
、
研
修
の
義
務
化
、
担
当
件
数
の

見
直
し
な
ど
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資

格
や
業
務
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

■
市
町
村
の
保
険
者
機
能
強
化

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
な
給
付
を
実
施

し
て
い
く
た
め
に
、
市
町
村
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
に
対
す
る
権
限
を
見
直
し
、

給
付
等
の
チ
ェ
ッ
ク
強
化
な
ど
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

負
担
の
あ
り
方

制
度
運
営
の
見
直
し
を

　

所
得
の
低
い
人
の
保
険
料
軽
減
な
ど
負

担
能
力
を
き
め
細
か
く
配
慮
し
た
保
険
料

段
階
の
変
更
や
徴
収
方
法
の
見
直
し
が
行

※石川町は上表のとおり、現在６段階の設定になっていますが、
　平成１８年度からは７段階の設定になる予定です。

●
徴
収
方
法
の
見
直
し

■
保
険
料
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
す
る

年
金
の
対
象
を
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
ま

で
拡
大
し
ま
す
。

■
利
用
者
の
納
め
る
手
間
を
省
く
た
め
、

年
金
か
ら
天
引
き
と
な
る
対
象
者
の
把
握

を
年
１
回
か
ら
複
数
回
に
し
ま
す
。

■
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
人
の
介
護

保
険
料
を
、
保
健
福
祉
事
務
所
な
ど
か
ら

被
保
険
者
に
代
わ
っ
て
交
付
さ
れ
る
保
護

費
か
ら
直
接
支
払
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
の
介
護
保
険
が
健
全
に

運
営
さ
れ
て
い
く
た
め
に
、
３
年
ご
と
に

制
度
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
な

ど
の
現
状
を
考
慮
し
て
保
険
料
額
を
見
直

し
、
平
成　

年
度
か
ら
３
年
間
の
保
険
料

１８

額
を
設
定
し
ま
す
。

新しい事業計画を策定中
　介護保険は３年ごとに見直
しが行われます。制度の施行
から６年がたち、制度の大幅
な改正が行われる中、私たち
のまちの介護保険も介護サ
ービスの利用状況などの見
直しを行い、平成１８年度に向
けて新しい事業計画を策定
しています。

平
成　

年
度
か
ら

１８

保
険
料
の
見
直
し
を

平成１８年４月から（予定）現　　行

同左第１段階

本人および世帯全員が住民税
非課税であって、老齢福祉年
金の受給者・生活保護の受給
者

第１段階

本人および世帯全員が住民税
非課税であって、合計所得金
額＋課税年金収入額が８０万円
以下の人

新
第２段階

本人および世帯全員が住民税
非課税第２段階

本人および世帯全員が住民税
税非課税であって、第２段階
以外の人

新
第３段階

左同第４段階本人が住民税非課税（住民税
課税世帯）第３段階

左同第５段階本人が住民税課税で合計所得
金額２００万円未満第４段階

左同第６段階本人が住民税課税で合計所得
金額２００万円以上４００万円未満第５段階

左同第７段階本人が住民税課税で合計所得
金額４００万円以上第６段階

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち

の
介
護
保
険
の
運
営
状
況
の
見
直
し
に
伴

い
、
平
成　

年
度
か
ら
新
し
い
保
険
料
額

１８

と
な
り
ま
す
。

●
保
険
料
段
階
の
見
直
し

　

所
得
の
低
い
人
の
負
担
能
力
を
き
め
細

か
く
配
慮
し
た
保
険
料
設
定
に
す
る
た
め
、

現
行
の
第
２
段
階
を
細
分
化
し
て
「
新
第

２
段
階
」
を
設
け
ま
す
。

●
事
業
者
で
は

●
市
町
村
で
は
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●
石
川
町 

第
4
次
総
合
計
画
● 

② 

キ
ラ
ラ
21
プ
ラ
ン

キ
ラ
ラ
21
プ
ラ
ン

生
活
環
境 
Ⅱ
 
Ⅱ
 
自
然
と
調
和
し
安
全
で 

快
適
な
ま
ち 

（
１
）快
適
な
環
境
の
保
全
と
景
観
の
形
成

　

町
の
中
心
を
流
れ
る
今
出
川
、
北
須
川

の
四
季
折
々
の
美
し
い
景
観
、
湖
面
に
美

し
い
風
景
を
映
し
出
す
母
畑
湖
な
ど
豊
か

な
自
然
環
境
の
保
全
を
図
り
、
ま
た
、
自

由
民
権
運
動
発
祥
の
地
や
和
泉
式
部
生
誕

の
地
と
し
て
の
歴
史
的
文
化
遺
産
を
保
全
、

活
用
し
、
こ
れ
ら
を
町
づ
く
り
に
取
り
入

れ
る
と
と
も
に
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
魅
力
あ
る
景
観
の

形
成
に
努
め
ま
す
。

（
２
）土
地
利
用
の
推
進

　

本
町
の
地
域
特
性
や
地
形
条
件
を
踏
ま

え
、
福
島
空
港
、
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
、

あ
ぶ
く
ま
新
都
市
構
想
な
ど
の
主
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
町
の
地
域
振
興
に
生
か
す
た

め
町
内
を
大
き
く
５
つ
の
ゾ
ー
ン
で
捉
え
、

計
画
的
な
土
地
利
用
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
環
境
及
び
歴
史
的
な
風
土

の
保
全
に
配
慮
し
な
が
ら
、
安
全
で
快
適

な
生
活
環
境
と
均
衡
の
と
れ
た
市
街
地
の

整
備
及
び
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
効

率
的
な
土
地
利
用
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

（
３
）循
環
型
社
会
の
推
進

　

資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
に
消
費
す

る
今
日
の
社
会
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
社
会

経
済
シ
ス
テ
ム
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見

直
し
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
社
会
の

構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
視
点

と
し
た
環
境
教
育
を
推
進
し
、
資
源
を
上

手
に
使
う
循
環
型
社
会
の
形
成
を
は
か
り
、

ま
た
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
と
粗
大

ゴ
ミ
処
理
施
設
を
建
設
し
、
広
域
的
な
処

理
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
４
）公
園
・
広
場
・
河
川
の
整
備

　

公
園
、
広
場
は
災
害
時
の
避
難
地
や
町

民
生
活
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
憩
い
の
場
と

し
て
、
多
様
な
機
能
を
担
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
町
民
相
互
の
交
流
の
場
と
し
て
公

園
、
広
場
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
町
内
を
流
れ
る
河
川
は
桜
並
木
と

共
に
、
身
近
な
公
園
と
し
て
親
し
ま
れ
、

四
季
を
通
じ
て
美
し
い
景
観
を
見
せ
て
お

り
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
環
境
整
備
と

保
全
を
図
り
ま
す
。

�
み
ん
な
の
い
こ
い
の
場
あ
さ
ひ
公
園

石川町合併50周年記念特集 石川町合併50周年記念特集 

�
自
然
と
共
生
す
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

▲石尊山のイルミネーションには環境にやさしい風力発電と
　太陽光発電が使われています
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�
快
適
な
都
市
基
盤
の
整
備
を
目
指
す
た
め
に

（
１
）道
路
の
整
備

　

本
町
の
主
要
幹
線
道
路
は
、
１
１
８
号
、

主
要
地
方
道
い
わ
き
・
石
川
線
、
飯
野
・

三
春
・
石
川
線
、
白
河
・
石
川
線
、
一
般

県
道
石
川
・
鴇
子
線
、
赤
坂
西
野
・
石
川

線
が
中
心
市
街
地
か
ら
町
外
に
放
射
状
に

伸
び
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
結
ぶ
内
環
状
、

外
環
状
の
幹
線
町
道
が
接
続
し
て
い
ま
す
。

　

快
適
で
安
全
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る

た
め
国
・
県
道
を
含
め
た
放
射
状
道
路
の

充
実
、
環
状
道
路
の
形
成
、
及
び
地
域
間

道
路
の
整
備
を
図
り
、
ま
た
、
集
落
を
結

ぶ
身
近
な
生
活
道
路
と
し
て
の
町
農
道
の

整
備
を
図
り
ま
す
。

　

福
島
空
港
を
中
心
と
し
た
高
速
交
通
網

と
連
絡
す
る
空
港
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
の

地
域
間
幹
線
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
に
早
期
着
工
を
要
望
し
、
広
域
化

す
る
生
活
行
動
圏
と
こ
れ
に
伴
う
交
通
量

の
増
加
に
対
応
し
ま
す
。

（
２
）住
環
境
の
整
備

　

自
然
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
な
が
ら
小

規
模
な
宅
地
の
開
発
を
行
い
、
安
価
な
宅

地
の
供
給
で
定
住
を
促
進
す
る
と
共
に
、

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
老
朽
住
宅
の
立
替

や
改
修
な
ど
で
魅
力
あ
る
住
環
境
の
整
備

に
努
め
ま
す
。

（
３
）上
・
下
水
道
の
整
備

　

安
定
し
た
水
の
供
給
と
地
域
の
開
発
を

促
進
す
る
た
め
、
上
水
道
の
拡
張
事
業
及

び
今
出
ダ
ム
事
業
の
推
進
と
簡
易
水
道
事

業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
快
適
な
生
活
を
営
む
た
め
排
水

施
設
等
の
整
備
推
進
を
図
り
、
河
川
の
水

質
改
善
に
努
め
ま
す
。

（
４
）市
街
地
の
整
備

　

既
成
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

町
の
特
性
を
生
か
し
た
都
市
計
画
街
路
の

見
直
し
や
公
共
施
設
の
再
整
備
な
ど
に
よ

り
市
街
地
整
備
の
推
進
を
図
り
、
ま
た
、

新
た
な
開
発
が
予
想
さ
れ
る
地
区
に
つ
い

て
は
、
開
発
誘
導
を
は
か
る
た
め
イ
ン
フ

ラ
等
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

（
１
）消
防
・
災
害
対
策
の
充
実

　

町
民
の
防
火
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
火

災
の
未
然
防
止
を
図
り
、
消
防
力
の
強
化

充
実
と
施
設
整
備
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
町
民
の
生
命
、
財
産

を
守
る
た
め
常
備
消
防
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
地
域
消
防
、
防
災
対
策
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

（
２
）交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
充
実

　

交
通
量
の
増
加
、
高
齢
社
会
の
進
展
に

伴
い
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
の
事
故
割
合

が
高
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
交

通
安
全
施
設
の
整
備
、
安
全
意
識
の
高
揚

な
ど
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
す
た
め
に
町
民
一
人
ひ
と
り
の

�
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
を
目
指
す
た
め
に

▲安価な宅地開発で定住を促進します（谷津団地）

防
犯
意
識
と
連
帯
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

（
３
）公
共
交
通
の
整
備

　

鉄
道
及
び
路
線
バ
ス
の
運
行
本
数
が
減

り
利
用
者
に
と
っ
て
は
不
自
由
を
き
た
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
通
学
生
や
高
齢
者
に

は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
公
共
交
通
の

あ
り
方
を
検
討
し
、
関
係
機
関
へ
の
働
き

か
け
を
行
い
交
通
体
系
の
維
持
に
努
め
ま

す
。

（
４
）斎
場
・
墓
地
公
園
の
整
備

　

現
在
の
火
葬
場
は
老
朽
化
が
著
し
い
こ

と
か
ら
、
斎
場
の
早
期
建
設
及
び
墓
地
公

園
建
設
を
促
進
し
ま
す
。

▲交通事故・犯罪ゼロの明るい町をめざします

▲水郡線の利用促進を図ります



取
材
し
ま
す
！ 

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を
役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
１０
月
６
日
、町
長
室
で
沢
田
小
中
学
校
父
母

と
教
師
の
会
（
吉
田
高
代
表
）へ
福
島
県
青
少

年
健
全
育
成
推
進
事
業
補
助
金（
う
つ
く
し
ま

夢
パ
レ
ッ
ト
事
業
）の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
沢
田
中
学
校
で
は
、今
年
で
１７
作
と
な
る
巨
大

壁
画
を「
み
ん
な
で
一
丸
と
な
っ
て
完
成
さ
せ
よ
う
」

と
い
う
思
い
が
こ
の
補
助
金
の
交
付
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、県
か
ら
町
長
を
通
し
、吉
田
隆
幸
生

徒
会
長
ら
に
補
助
金
が
手
渡
さ
れ
「
団
結
し
て
す

ば
ら
し
い
壁
画
を
完
成
し
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。 

子
ど
も
達
の 

夢
や
思
い
を
手
助
け
し
ま
す 

育
て
よ
う 

一
人
一
人
の
人
権
意
識 

秋
の
空 

恒
例
の
母
衣
旗
ま
つ
り 

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に 

小
豆
畑
さ
ん
、添
田
さ
ん
が
出
場 

　
１０
月
１０
日
、母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
で
、

２
０
０
５
母
衣
旗
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
好
評
の
野
外
牛
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
、石
川
空
手
道

連
盟
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
始
ま
り
、ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
マ
ッ
ク
ス
シ
ョ
ー
、菊
池
章
夫
・
金
子
透
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
、津
山
洋
子
＆
高
樹
一
郎
シ
ョ
ー
な
ど
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
。
お
い
し
い
食
べ
物
や
物
産
、イ
ベ
ン
ト

コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
露
天
が
軒
を
連
ね
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、雨
が
降
っ
た
り
や
ん
だ
り
の
す
っ
き

り
し
な
い
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、来
場
し
た

人
た
ち
は
、思
い
お
も
い
に
秋
の
ひ
と
時
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
１１
月
２７
日
、共
同
福
祉
施
設
大
ホ
ー
ル
で

白
河
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
合
同
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
昨
今
、個
人
の
価
値
観
の
違
い
や
、自
己
の
利

益
を
主
張
す
る
あ
ま
り
他
人
の
人
権
を
軽
視
す

る
風
潮
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
な
か
、地
域
と
密

着
し
て
人
権
擁
護
活
動
を
す
る
皆
さ
ん
の
負
担

が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、白
河
地
方
法
務
局
管
内
の
人
権
擁

護
員
約
７０
人
が
集
ま
り
、講
演
や
グ
ル
ー
プ
討
議

で
多
様
化
す
る
人
権
擁
護
の
た
め
の
対
処
法
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。 

　
１０
月
２６
日
、町
長
室
で
、第
１２
回
全
日
本
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
出
場
者
の
激
励
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
こ
の
大
会
は
全
国
か
ら
厳
し
い
審
査
を
突
破
し

た
牛
た
ち
が
美
し
さ
な
ど
を
競
う
大
会
で
５
年

に
一
度
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
１１
月
３
日
か
ら
栃

木
県
で
開
催
さ
れ
る
大
会
に
、小
豆
畑
正
一
さ
ん

（
山
形
）添
田
勉
さ
ん（
北
山
形
）が
そ
れ
ぞ
れ

大
事
に
育
て
た
牛
と
一
緒
に
出
場
し
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、二
人
に
激
励
金
が
手
渡
さ
れ
た

あ
と
、代
表
で
小
豆
畑
さ
ん
が
「
よ
い
結
果
が

報
告
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
き
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 
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芸
術
の
秋 

　
　
各
地
で
文
化
祭 

　
１０
月
・
１１
月
は
、町
内
各
公
民
館
、共
同
福
祉
施
設

な
ど
で
〜
夢
と
感
動
輝
く
文
化
〜
石
川
町
総
合
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
に
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、芸
術
の

秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

（
写
真
上
）１０
月
１６
日
、共
同
福
祉
施
設
で
行
わ
れ
た
文

化
協
会
芸
能
部
主
催
「
芸
能
祭
」 

（
写
真
中
）１０
月
２２
日
、共
同
福
祉
施
設
で
行
わ
れ
た
音
楽

祭
運
営
委
員
会
主
催
「
音
楽
祭
」 

（
写
真
下
）
１１
月
３
日
〜
６
日
、中
央
公
民
館
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
作
品
の
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 
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12月 ●December
勤労青少年ホーム

老人福祉センター

味原医院

保健センター
保健センター
町内各小中学校

保健センター
母畑レークサイド

ひらた中央病院

中島病院

老人福祉センター

石川中央医院

ひらた中央病院

ねんきん相談（郡山社会保
険事務所）（１０：００～）
心配ごと相談・結婚相談
（１０：００～）

在宅当番医

すくすく教室（９：３０～）
１歳児健診（９：３０～）
小中学校第２学期終業式
冬至
３歳児健診（１３：００～）
母畑レークサイドスケート場開き
天皇誕生日
在宅当番医

クリスマス
在宅当番医

心配ごと相談（１０：００～）

在宅当番医
大晦日
在宅当番医

�

�

�
�
�
�
�
�

�

�
�

�
�
�
�
�
�

15

16

17
18
19
20
21
22

23

24
25

26
27
28
29
30
31

石 川 町 1 2 ～ 1 月 の 主 な 予 定

1月 ● January

ひらた中央病院
ひらた中央病院
ひらた中央病院
ホテル松多屋
保健センター
老人福祉センター

ホテル松多屋

中島病院

ひらた中央病院
町内各小中学校
保健センター

保健センター

中島病院

元旦
在宅当番医
在宅当番医
在宅当番医
新年互礼会（１１：００～）
１歳６ヶ月健診（１：００～）
心配ごと相談（１０：００～）

第５８回石川町成人式
（１１：００～）
在宅当番医
成人の日
在宅当番医
小中学校第３学期始業式
ひまわり教室・２歳児教室
（９：３０～）
ＢＣＧ・３～４ヶ月児健診
（１３：００～）

在宅当番医

�

�
�
�
�
�
�
�

�

�
�

�

�
�
�

1

2
3
4
5
6
7
8

9

10
11

12

13
14
15
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職
業
▽
�
福
島
銀
行
矢
吹
支
店
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
何
で
す
か

仕
事
と
遊
び
で
す
。
今
し
か
出

来
な
い
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
か
ら
。

将
来
や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
夢

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

幸
せ
な
結
婚
生
活
を
送
れ
た
ら

な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
４
人
授
か
り
、
孫
が

９
人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を

５０

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
１
月
に
結

２９

婚
、
大
工
と
少
し
の
農
家
で
生

計
を
た
て
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
大
工

は
、
１
日
の
日
当
が
米
１
升
程
度
（
約

２
０
０
円
）
で
し
た
。
ま
た
、
現
在
の

よ
う
に
金
融
シ
ス
テ
ム
が
し
っ
か
り
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
収
入
も
不
安
定

で
妻
に
は
苦
労
を
か
け
ま
し
た
。
現
在
、

家
業
は
息
子
た
ち
に
任
せ
て
、
妻
と
山

林
や
庭
の
手
入
れ
な
ど
を
し
な
が
ら
の

ん
び
り
生
活
し
て
い
ま
す
。

住所／曲木字馬城免

矢吹　　勉さん (７５歳 )
アキさん (７４歳 )

��������������
��������������
��������������
��������������

�
�
�
�

��������������
��������������
��������������
��������������

�
�
�
�

��������������
��������������
��������������

�
�
�

字秋台

藤島　祐さん
（１９歳）

ど
ん
な
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
か

メ
ガ
ス
テ
ー
ジ
が
オ
ー
プ
ン
し

た
ら
た
く
さ
ん
の
方
が
石
川
町

に
集
ま
る
と
思
う
の
で
、
そ
れ
を
キ
ッ

カ
ケ
に
多
く
の
人
が
訪
れ
て
に
ぎ
や
か

な
町
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
理
想
の
タ
イ
プ
は

優
し
く
て
笑
顔
が
絶
え
な
い
か

わ
い
い
人
。

次
回
は
、
藤
島
さ
ん
の
紹
介
で

関
根　

崇
人
さ
ん
で
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

勉
さ
ん　

建
築
材
料
の
仕
入
れ

（
材
料
く
ば
り
）
は
、
ま
だ
任

せ
ら
れ
な
い
楽
し
み
で
す
。

ア
キ
さ
ん　

野
菜
作
り
に
庭
の
手
入
れ

で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ

を
教
え
て
く
だ
さ
い

石
尊
山
か
ら
眺
め
る
、
春
の
桜

並
木
を
初
め
四
季
折
々
の
山
々

の
美
し
さ
に
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

歴
史
的
史
跡
や
名
所
に
連
携
す

る
山
林
の
手
入
れ
を
お
こ
な
え

ば
、
京
都
や
奈
良
に
負
け
な
い
美
し
い

観
光
地
に
な
り
え
る
と
思
い
ま
す
。

塩田　羽希    ちゃん
うつき

平成１５年１２月５日生まれ

緑川　 愛 花   ちゃん
まな か

平成１４年８月１２日生まれ

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
��

（
山
形
字
兎
田
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
（
双
里
字
白
坂
下
）
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しゅう だん 
●サークル紹介コーナー● 第9回 あつ あたた 

◆あなたの故郷はどんな所ですか
　岩手県南部、古くからの農村の原風景
が残る人口約１万８千人岩手県胆沢町です
胆沢町は西側に焼石連峰、東側は胆沢扇
状地として肥沃な平野地です。特に農村
地帯の風景は散居集落（田んぼや畑の中
に住宅がぽつんぽつんと離れて立つ）、屋
敷林、キヅマ（マキを重ねて作る生垣）
など中世東日本の農村の姿を残すと言わ
れています。
◆いつ、石川町に来ましたか
　平成１４年４月に来ました。
◆石川町の印象は
　目の前に山や川がせまり、四季の彩が
身近に美しく感じられます。また、気さ
くな人が多く、とてもよくしてもらって
います。
◆みんなに望むことは何ですか
　これからの子ども達のために保育行政、
教育行政の充実をはかっていただきたい
と思います。

岩
手
県
胆
沢
町 

た
ち
は
平
成
９
年
、
某
音
楽
イ

ベ
ン
ト
の
た
め
県
中
・
県
南
地

区
か
ら
当
時
初
対
面
だ
っ
た
み
ん
な
が

集
ま
り
結
成
さ
れ
た
、
演
歌
の
バ
ッ
ク

バ
ン
ド
か
ら
ロ
ッ
ク
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま

で
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
な
い
活
動
を
す
る

イ
ベ
ン
ト
バ
ン
ド
で
す
。　

人
の
音
楽

１１

好
き
が
週
２
回
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

に
集
ま
り
練
習
し
て
い
ま
す
。

楽
を
楽
し
も
う
！

　

イ
ベ
ン
ト
、
パ
ー
テ
ィ
ー
、
オ
ー
ル

マ
イ
テ
ィ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
音
楽

は
聴
く
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
一
緒

に
か
ら
だ
を
動
か
し
た
り
歌
っ
た
り
、

老
若
男
女
み
ん
な
で
私
た
ち
と
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

連
絡
先　

中
島
義
真

　
　
　
　

電
話
２
６
―
２
７
６
９

募 集 案 内 
みんなの広場では各コーナ
ーに登場していただける方
を募集しています。お気軽
にご連絡ください。 
　総務課広報広聴係 

126－2112　 

ミューズ　プライベート
ユニットバンド

�
石
川
町
音
楽
祭
に
も
出
演
し
ま
し
た

�
楽
し
く
も
真
剣
な
練
習
風
景

私

山形字兎田山形字兎田

塩田塩田　直子直子さんさん

音
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月　

日（
土
）中
谷
地
区
公
民
館
で
、
週

１０

２９

末
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
「
中
谷
子
ど
も
教
室
」

が
開
催
さ
れ
、
読
み
聞
か
せ
や
ぺ
ー
プ
サ
ー

ト
劇
、
お
話
し
ク
イ
ズ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
放
課
後
や
週
末
に
子
ど
も
た
ち

に
文
庫
活
動
を
中
心
に
し
な
が
ら
安
全
で
安

心
で
き
る
居
場
所
を
提
供
す
る
中
谷
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事
業
と
し
て
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
中
谷
親
子
読
書
の
会
と
連
携
し

な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
が
、
地
区
文
化
祭
の

開
催
も
あ
っ
て
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
い

ろ
い
ろ
な
催
し
に
満
足
顔
で
し
た
。

▲みんな一緒に楽しい時間を過ごしました

第9回

　健康診断は、病院通院もなく元気な人のために

あるのですが、まだまだ、「健康に自信があるか

ら」とか「時間がない」と受けない人も多く、希

望する対象者の半数は受けていない現状です。反

面、すでに病院で薬をもらって治療しているが、

病院で検査をしないのでやりたいと希望する人も

多く、結果を見ると要医療や治療継続の人を合わ

せて約７割になります。

　病院ですでに治療を受けている人は、病気を見

つけるための健診より、医療機関で生活改善のた

めのアドバイスを受け、食事や運動など自分でで

きることをやっていき、上手に健康管理をしてい

くことが第一です。症状が出ないのが生活習慣病

の特徴で、しかし、約７割は生活習慣病で死亡し、

その数の約５倍は治療している人がいるといわれ

ています。症状がないといって安心は禁物です。

４０代から急速に増える病気ですので、働き盛りの

方は、健康的な生活習慣をめざして、特に食事や

運動を見直しながら、適正体重に近づけるように、

軽いうちからやってみましょう。薬だけに頼らず、

できることから自分で実践して欲しいと思います。

��������	
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①

 
福  
満  
虚  
空 
蔵
   

尊
   
　

北
山
形

ふ
く 
ま
ん 

こ 

く
う 
ぞ
う 
そ
ん

　

町
指
定
文
化
財
の
福
満
虚
空
蔵
尊
は

天
正
年
間
（
一
五
七
三
〜
一
五
九
二
）

石
川
城
主
石
川
昭
光
の
姉
・
浄
仙
尼
が

尾
巻
山
に
庵
を
結
び
、
山
頂
に
虚
空
蔵

尊
を
安
置
し
「
権
現
の
本
地
奥
の
院
」

と
称
し
た
の
が
は
じ
ま
り
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
様
々
な
言
い
伝
え

が
残
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
霊
験
そ
し
て

趣
の
深
い
場
所
で
す
。

「
宝
物
を
さ
が
し
て
〜
」
で
は
、
皆
さ
ん
の
情

　
「
宝
物
を
さ
が
し
て
〜
」
で
は
、
皆
さ
ん
の
情

報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
隠
れ
た
名
所
・
場

報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
隠
れ
た
名
所
・
場

所
・
行
事
・
人
・

所
・
行
事
・
人
・
自
分
だ
け
が
知
っ
て
い
る
秘
密
の

自
分
だ
け
が
知
っ
て
い
る
秘
密
の

…
な
ん
で
も
結
構
で
す
の
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

…
な
ん
で
も
結
構
で
す
の
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▲さあ入口に着きました。もう少し車で
行けます

�
参
道
を
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
す
。
ひ
っ
そ
り
と

し
た
杉
並
木
は
、
ま
る
で
熊
野
古
道
？

▲この階段をのぼれば本堂です。
ちょっと息切れ

▲左右には牛と虎がかまえる立派な本堂。奉祭の福満
虚空蔵菩薩がまつられている
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納期
今月の

こんにちは
赤ちゃん

（平成１７年１０月１日～１０月３１日まで届出分　敬称略）

住 所保 護 者氏 名
竹貫 亜  花  梨  （敏　晃・陽　子） 下　泉

あ か り

関根　 孝  輝  （孝　幸・公　子） 沢　井
こう き

岡田　 玲  央  （　純　・伴　美） 轡　取
れ お

川島　 大和  （宏　一・三津子） 山　形
やまと

鈴木　 淳  大  （優　一・佳　子） 古　舘
じゅん た

相樂　 理  人  （文　彦・真由美） 曲　木
り ひと

郷　　 美  空  （　貫　・　香　） 大字新屋敷
み そら

阿曽　 智  仁  （政　秀・淳　子） 矢ノ目田
とも ひと

佐藤　 愛  華  （　章　・静　香） 中　野
まな か

吉田　 真  凪  （一　弘・真　里） 塩ノ平
ま な

松山　 美  宇  （正　博・裕　美） 立ヶ岡
み う

遠藤　　 浬  （　泉　・　忍　） 形　見
かいり

角田　 涼  芭  （博　美・真紀子） 双　里
すず は

※角田涼芭さんは１１月号掲載もれでした。お詫び申し上げます。

���������	
���
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こんなときどうするの？ 

●いったん全額自己負担したとき 
　次のような場合はいったん全額自己負担となりますが、国保の窓
口へ申請し審査で決定すれば、自己負担分を除いた額が、あとで療
養費として支給されます。 
　費用を支払ったときから２年たつと支給されなくなりますので、ご
注意ください。 

不慮の事故などで国保を扱っていな
い病院で診療を受けたり、旅先で急病
になり保険証を持たずに診療を受け
たとき。 

申請に必要なもの 

●保険証 
●申請書 
●診療内容の明細書 
●領収書 

手術などで輸血に用いた
生血代。（お医者さんが
必要と認めた場合で、第
三者に限る） 

●保険証 
●申請書 
●医師の診断書か意見書 
●輸血用生血液受領証明書 
●血液提供者の領収書 

お医者さんが治療上必要と認めた、
コルセットなどの補装具代。 

●保険証 
●申請書 
●医師の診断書か意見書 
●領収書 

海外渡航中にお医
者さんにかかった
とき。（診療が目
的で渡航した場合
は支給されません） 

●保険証 
●申請書 
●診療内容の明細書と 
　領収明細書 
　（外国語の場合翻訳文が必要） 
 

はり・灸・マッサージなどの施術を受
けたとき。（お医者さんの同意が必要） 

●保険証 
●申請書 
●医師の同意書 
●明細な領収書 

骨折やねんざなどで国保を扱ってい
ない柔道整復師の施術を受けたとき。 

●保険証 
●申請書 
●明細な領収書 

●国保のサービスを受けられないとき 
　下記のように、病気とみなされないものや、他の保険が使えると
きなどには保険証が使えませんので、注意してください。 

病気とみなされないもの 
●健康診断　●人間ドック　●予防注射　●正常な妊娠 
●軽度のわきがやしみ　●美容整形や歯列矯正 
●経済上の理由による妊娠中絶 

国保の給付が制限されるとき 
●故意の犯罪行為や故意の事故 
●けんかや泥酔による病気やけが 
●医師や保険者の指示に従わなかったとき 

他の保険が使える場合 
●仕事上の病気やけが（労災保険の対象となります） 

おくやみ
住 所　 氏　 名　

 中　島　ツルヨ 中　野
 添　田　　　一 鹿ノ坂
 小　林　浩　孝 母　畑
 緑　川　　　三 中　野
 塩　田　ハナヨ 湯郷渡
 飯　島　　　武 形　見
 相　樂　キ　ヌ 曲　木
 伊　藤　定　子 長久保
 草　野　正　美 曲　木
 安　島　　　笑 屋敷入
 添　田　イ　チ 北山形
 関　根　リキノ 母　畑
 江　尻　啓　三 赤　羽
 小　木　義　質 板　橋
 有　賀　和　子 当　町
 佐　藤　美智子 白　石
 吉　田　ハ　ナ 湯郷渡

　 新　 郎　 新　 婦 （ 出 身 地 ）　

西牧　教夫（双　里）・佐藤　市子（平田村）
矢吹　博孝（谷　沢）・下山田幸子（長久保）
曽根　秀文（下　泉）・松本　　靜（いわき市）

カップル誕生



表紙の写真 

ふるさとの花だより 

小さな美術館 ●第225回  
　沢田中学校 

施設の紹介  
　沢田中学校は、現在全校生徒６７名です。巨大壁画のテーマのとおり、生徒一人ひとりが主役とな
り、学習や生徒会活動はもちろんのこと、部活動、各種コンクールに積極的に取り組み、自分のよさ
を随所で発揮しています。 

編集後記 
　晩秋から初冬にかけてのこの
季節。この町の風景が好きです。
木々や草花はこれから始まる冬
に向けての準備。たくさんの光
が、澄んだ空気の中さまざまな
色に反射し大地に注ぎます。こ
れからやってくる冬。そして春
には、青い芽と柔らかな日差し
が戻ってくる。毎日ここに生活
し初めてわかる美しさ。この町
をもう一度好きになれる季節で
す。　　　　　　　（吉田知克） 

　草地に生えるツル性の一年草。これを改良

しアズキが出来たと言われています。 

　豆（種子）はアズキよりも小さく黒ずんでい

ます。 

（写真提供／関根政信さん） 

　沢田児童館に通う佐川賢樹さん（左）友海さん
（右）。祖父の勝一さん祖母の芳子さんです。 

表紙の 登場人物 

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

ヤブツルアズキ（マメ科） 

【左上段】１０月７日、大野峯さん農園でおこ
なわれた第一保育所りんご狩りの風景です。 
【右下段】１０月１０日、母衣旗まつり会場でお
こなわれた、人権擁護員啓発活動の様子です。 

町の人口 

18,775人（－22） 

（  ）内前月比 

●11月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,166人（－  7） 
9,609人（－15） 
5,586戸（＋  2） 

１８作目を迎えた巨大壁画は「再利用が可能」のものを追求し、ペットボトルのキャップに決まりました。１９万６００個のキャップ
に色を塗り、つなぎ合わせ、輝く生徒と私たちを支えてくれるすべての人々を表現しました。 

「輝き放て今この時」 
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